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「臣

S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
た
め
の
静
電
気
対
策
基
礎
シ
リ
ー
ズ
」
序
文

日
々
、
変
化
し
、
進
化
し
続
け
る
最
先
端
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
は
、
従
来
で
は
、
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
物
ま
で
、
多
種
多
様
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
中
心
と

な
る
電
子
・
電
気
部
品
や
装
置
は
、
微
細
化
、
高
速
化
、
高
密
度
化
が
進
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

従
来
で
は
、
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
微
小
な
静
電
気
の
放
電
（
E
S
D
）
へ
の
耐
性
も
著
し
く

低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
部
品
の
製
造
や
実
装
工
程
で
の

E
S
D
対
策
は
、

非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
日
本
電
子
部
品
信
頼
性
セ
ン
タ
ー
（

R
C
J）
は
、
実
装
工
程
に
お
け
る
電

子
デ
バ
イ
ス
の

E
S
D
対
策
の
普
及
が
、
非
常
に
重
要
と
考
え
、
国
際
規
格
を
基
に
し
、
日
本
の

接
地
環
境
に
適
応
し
た

E
S
D
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
（
問
。
ヨ
！
日
l
H

）
を
策
定
し
、
こ
の
標
準
の

普
及
の
為
に
、

E
S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
E
S
D
管
理
技
術
者
）
の
育
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
十
数
年
間
の
実
績
と
し
て
、
三
干
名
以
上
の

E
S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
資
格
認
証
を
行
い
、

日
本
に

E
S
D
管
理
技
術
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

E
S
D
管
理
技
術
は
、

E
S
D
保
護
区
域
（
E
P
A
）
の
構
築
、

E
P
A
内
で
の
人
体
接
地
の

構
築
（
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
床
／
靴
シ
ス
テ
ム
な
ど
て

E
P
A
内
で
使
用
す
る

E
S
D
管
理
用
ア

イ
テ
ム
（
衣
類
、
靴
、
作
業
表
面
な
ど
）
の
選
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
作
業
員
の

教
育
・
訓
練
、
管
理
シ
ス
テ
ム
の
維
持
の
た
め
の
監
査
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
面
の
確
立
も
重

要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
に
わ
た
る

E
S
D
管
理
技
術
の
理
解
の
助
け
と
す
る
た
め
、
「
E

S
D
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
た
め
の
静
電
気
対
策
基
礎
シ
リ
ー
ズ
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
o

E
S
D
管
理
の
実
際
に
つ
い
て
、
原
点
に
た
っ
て
平
易
に
解
説
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
静
電
気
の
基
礎
」
か
ら
始
ま
り
、
「
静
電
気
対
策
の
手
法
と
評
価
方
法
」
、
「
静
電
気
管
理
用
衣
服
、

靴
」
、
「
イ
オ
ナ
イ
ザ
」
等
の
対
策
資
材
や
保
護
包
装
に
つ
い
て
、
現
場
で
の
対
策
な
ど
の
解
説
を

具
体
的
に
記
述
し
た
基
礎
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

2
0
1
7
年
7
月

二

津

正

行

［
（
一
財
）
日
本
電
子
部
品
信
頼
性
セ
ン
タ
ー
（

R
C
J）〕

3 

圃圃撃



日第
1
輩

第
2
章

第
3
章

第
4
章

岡圃震

次

4 

2 

静③②①静静③②①静静静
電 電電 電電電
気作接静気気静静力気気気
の業地電帯障電電学現の！こ
測者に気電災気誘的象発よ
定のよ対防害放導作 生る
方接る策止電用 1I' 、障
法地入用対円A 1 {¥ _l_O漏災
と体の策“ C){¥ j_ :1 1ρ 洩 害
34電帯接 L,V _l_O 、と
荷電地 C)f' 帯そ
漏防 ムU 電の
j曳止的 関
特 L,/ 12共
性 29

お
よ
び
静
電
文L
j期

定

3 4 

31 

5 

電
荷
の
帯
電
特
性
お
よ
び
漏
洩
特
性
の
評
価
に
関
す
る
基
準
・
規
格
：
：
：
：
：
：
：
幻

電
荷
量
測
定
に
関
す
る
規
格

ω

2 

電
位
・
電
界
測
定
に
関
す
る
規
格

電
気
抵
抗
測
定
に
関
す
る
規
格

電
荷
減
衰
測
定
に
関
す
る
規
格

44 42 

41 

3 4 2 

電
荷
量
の
測
定
・

電
荷
量
測
定
の
原
理
羽

測
定
装
置

ω

測

定

の

手

順

日

①
被
測
定
物
体
の
内
容
器
へ
の
投
入

②

電

流

モ

l
ド

で

の

測

定

日

③

電

位

モ

l
ド

で

の

測

定

日

フ
ァ
ラ
デ

I
ケ
ー
ジ
の
応
用
問

電
荷
量
測
定
に
お
け
る
留
意
点

ω

3 

54 

4 5 

静
電
界
・
電
位
の
測
定
：
：
：
：
：

静
電
界
の
測
定

ω

①
測
定
原
理
お
よ
び
装
置
の
型
式

②

測

定

装

置

の

構

成

侃

66 

5 



第
5
章

E
a
 

2 

誘
導
プ
ロ
ー
ブ
型
電
界
計
の
構
成
侃

2

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ル
型
電
界
計
の
構
成

ω

3

帯
電
プ
レ
ー
ト
モ
ニ
タ
型
電
界
計
の
構
成

4

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
型
電
界
計
の
構
成

η

③

測

定

の

手

順

η

ー
ゼ
ロ
点
調
整
お
よ
び
安
定
性
チ
ェ
ッ
ク

2

電

界

の

測

定

九

④

結

果

凡

⑤
静
電
界
測
定
に
お
け
る
留
意
点
凡

電

位

の

測

定

問

①
測
定
原
理
お
よ
び
装
置
の
型
式
内

②
接
触
型
静
電
電
位
計
に
よ
る
電
位
測
定

ー
電
位
測
定
の
原
理

η

2

接
触
型
静
電
電
位
計
の
型
式

3

電
位
測
定
の
手
順

ω

③
表
面
電
位
計
に
よ
る
電
位
測
定

ー

電

位

測

定

の

原

理

加

2

表
面
電
位
計
の
型
式
∞
∞

73 

1 

6 

71 

77 

78 80 

3 

3

電
位
測
定
の
手
順
∞
∞

4

表
面
電
位
計
の
校
正

ω

5

表
面
電
位
計
に
よ
る
電
位
測
定
に
お
け
る
留
意
点

④
非
接
触
塑
静
電
電
位
計
に
よ
る
電
位
測
定
位

1

電
位
測
定
の
原
理
的
出

2

非
接
触
型
静
電
電
位
計
の
型
式

3

電
位
測
定
の
手
順
、

mm

⑤

結

果

似

報

告

白

92 

93 

2 

試④③②①電電電
料 気気気
の帯抵体オ抵抵抵
準電抗積 l抗抗抗
備化と抵ム測のの
お期抵抗の定概測
よ閥抗と法の念定
び 率表則原
試… 面 理ハハ

験 J..VJ…抵… ；：；；：；

環 J..VL;抗 J..VV1ハハ
境 J..VV

7 

3 

104 



4 

①
試
料
の
準
備
お
よ
び
取
り
扱
い

②
前
処
理
お
よ
び
試
験
環
境
問

抵
抗
測
定
方
法
の
選
定
問

①
固
体
導
電
性
材
料
の
抵
抗
測
定
問

②
固
体
絶
縁
性
材
料
の
抵
抗
測
定
問

③
静
電
気
拡
散
性
材
料
の
抵
抗
測
定
問

表
面
抵
抗
測
定
の
た
め
の
装
置
お
よ
び
試
験
手
順

①
表
面
抵
抗
の
測
定
装
置
山

②
表
面
抵
抗
測
定
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
検
証
山

③
帯
電
化
期
間
の
決
定
の
た
め
の
手
順
山

④
表
面
抵
抗
測
定
の
試
験
手
順
山

⑤
表
面
抵
抗
を
体
積
抵
抗
か
ら
分
離
す
る
た
め
の
接
続

⑥
表
面
抵
抗
率
へ
の
変
換
山

体
積
抵
抗
測
定
の
た
め
の
装
置
お
よ
び
試
験
手
順

①
体
積
抵
抗
の
測
定
装
置
山

②
体
積
抵
抗
測
定
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
検
証

③
帯
電
化
期
間
の
決
定
の
た
め
の
手
順
山

④
体
積
抵
抗
測
定
の
試
験
手
順
凶

116 

104 

5 

110 

6 

119 

120 

⑤
体
積
抵
抗
率
へ
の
変
換
凶

接
地
／
接
地
可
能
接
続
点
開
お
よ
び
点
間
の
抵
抗
測
定
の
た
め
の
電
極
お
よ
び
試
験
手
順

①
点
伺
抵
抗
測
定
の
た
め
の
電
極
山

②
接
地
／
接
地
可
能
接
続
点
間
の
抵
抗
測
定

③

点

間

抵

抗

の

測

定

凹

8

抵
抗
測
定
に
お
け
る
留
意
点

9

報

告

書

問

参
考
文
献

m

索

引

凶
7 

126 

128 

第
4
巻
｛
下
｝
予
定
自
次

第
6
章
電
荷
減
衰
の
測
定

第
7
章
帯
電
特
性
試
験

第
8
章
帯
電
防
止
材
料
を
評
価
す
る
た
め
の
規
格
概
要

第
9
章
床
被
覆
材
と
施
工
床
の
電
気
抵
抗
試
験

第
印
章
履
物
の
試
験
方
法

第
日
章
人
体
と
結
合
し
た
履
物
と
床
に
よ
る
静
電
気
保
護
を
特
性
づ
け
る
試
験
方
法

圃震

8 

124 

9 


